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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第58期第３四半期連結累計期間、第58期第３四半期連結会計期間及び第57期の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。 

回次 
第58期 

第３四半期連結
累計期間 

第58期 
第３四半期連結

会計期間 
第57期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成20年 
10月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成19年 
４月１日 

至平成20年 
３月31日 

売上高（百万円） 35,895 9,438 64,589 

経常利益（百万円） △935 △907 433 

四半期（当期）純利益（百万円） △1,159 △951 △244 

純資産額（百万円） － 7,070 8,460 

総資産額（百万円） － 34,949 37,217 

１株当たり純資産額（円） － 41.77 50.03 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
△6.89 △5.65 △1.45 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － － 

自己資本比率（％） － 20.1 22.6 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△3,262 － 6,453 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△396 － 1,201 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△716 － △6,308 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－ 4,378 8,754 

従業員数（人） － 1,276 1,298 
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２【事業の内容】 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】 

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向を除き、グループ外部から当社グループへの出

向を含んでおります。）であり、臨時雇用者（パートタイマー、人材会社からの派遣社員）は（ ）内に当第

３四半期連結会計期間の平均人員数を外数で記載しております。 

(2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員（当社から社外への出向を除き、社外から当社への出向を含んでおります。）であり、臨

時雇用者（パートタイマー、人材会社からの派遣社員）は（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員数を外

数で記載しております。 

平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,276 (268) 

平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,093 (256) 
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）受注状況 

 当第３四半期連結会計期間における住宅事業の受注状況を示すと、次のとおりであります。 

 なお、当社グループ（当社及び当社の関係会社）では住宅事業以外は受注生産を行っておりません。 

(2）売上実績 

 （注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。 

３．当社グループ（当社及び当社の関係会社）では生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は

記載しておりません。 

４．主な相手先別の販売実績は、当該販売実績の総販売実績に対する割合が100分の10未満であるため記載を省

略しております。 

５．当社グループの住宅事業は、顧客への住宅の引渡しが、例年第４四半期連結会計期間に集中するなど、季節

的な変動傾向が強く、第３四半期連結会計期間の住宅事業の売上高は、第４四半期連結会計期間の売上高と

比べ相対的に低くなっております。 

２【経営上の重要な契約等】 

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

事業の種類別セグメントの
名称 

受注高（百万円） 受注残高（百万円） 

住宅事業 9,642 26,566 

事業の種類別セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

住宅事業（百万円） 9,176 

不動産賃貸事業（百万円） 176 

その他の事業（百万円） 84 

合計（百万円） 9,438 
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３【財政状態及び経営成績の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

（１）業績の状況 

 当第3四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した世界的な金融危機の深刻化、株式市場の混

乱、急激な円高の進行が企業収益の減少を招き、設備投資が減少し、個人消費も低迷するなど、景気の先行きに対す

る懸念が一段と深刻さを増す状況で推移しました。 

 住宅市場におきましても、株式市場の低迷による逆資産効果や、個人所得の伸び悩みに加え、雇用情勢の急激な悪

化等により住宅購入意欲の減退を招き、市場環境は一層厳しい状況となりました。 

 このような経済状況のなか、当社グループでは、最も歴史のある住宅メーカーとして発展し続けるために、昨年4

月発表した「新ブランディング戦略」に基づき、それを具現化した、「光風（ｋｏｆｕ）」（４月）「ＭＯＯ：ム

ー」（７月）「Ｗｉｎｇｍｏｄｅｒｎ（ウイングモダン）」（９月）と、新商品を相次いで投入し、新たな需要の掘

り起こしに努めました。また、戸建請負の受注環境が厳しいなか受注量確保のため、新商品内覧会、工場見学会、イ

ンテリアフェアなどイベントの開催頻度を高めるなど、成約率の向上に努めました。さらに、技術面で競合他社との

差別化を図るため、昨年12月には、当社が開発し住まいの耐久性を強化する壁体内換気システムの30年に及ぶ実績と

調査研究に基づき、住まいの長寿命化を実現する高耐久化システム技術「ＬＯＯＰ」（Long Owner Program）を業界

に先駆けて開発、平成21年1月より当社の住宅全棟（「ネット住宅」はオプション）を対象に提供を開始致しまし

た。 

 これらの活動の結果、当第3四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高は94億3千8百万円となりました。

損益面におきましては、営業損失は7億4千7百万円、経常損失は9億7百万円、四半期純損失は9億5千1百万円となりま

した。 

 なお、当社グループの主力事業である戸建住宅事業におきましては、顧客への住宅の引渡しが、例年第4四半期連

結会計期間に集中するなど、季節的な変動傾向が強く、第3四半期連結会計期間の住宅事業の売上高は、第1四半期同

様、第4四半期連結会計期間の売上高と比べ相対的に低く、その影響により当第3四半期連結会計期間において四半期

純損失を計上しております。 

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

[住宅事業] 

 当社グループ主力事業である住宅事業部門につきましては、主力の請負事業が厳しい環境のなか健闘したものの、

分譲事業の縮小による減収及び、売上高計上基準の変更の影響等により、売上高は91億7千6百万円となり、営業損失

は5億2百万円となりました。 

[不動産賃貸事業] 

 財務体質の改善を図るため、賃貸物件の売却を推進いたしました結果、不動産賃貸事業の売上高は1億7千6百万円

となり、営業利益は9千9百万円となりました。 

[その他の事業] 

 リース契約の満了にともなうリース収入の減少等により、その他の事業の売上高は8千4百万円となり、営業利益は

1千1百万円となりました。 

（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第3四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、43億7千8百万円となりました。 

 当第3四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第3四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは△38億8千7百万円となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純損失9億1千4百万円の計上、未成工事支出金の増加（23億4千7百万円）等によるも

のです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第3四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは2千2百万円となりました。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第3四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは9億7千1百万円となりました。これは主

に、借入金の増額によるものです。 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第3四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（４）研究開発活動 

 当第3四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は5千4百万円であります。 

 なお、当第3四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 当社グループを取り巻く事業環境は、景気の急激な悪化とそれにともなう雇用不安の増大、個人消費の低迷等か

ら、今後ますます厳しさが増すものと予想されます。 

 当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえ、引き続き、経費の削減、抜本的なコスト構造の見直しを

実施することにより、収益の拡大に努め、企業体質の強化に取組むとともに、顧客ニーズに応えた商品やサービスの

提供、各種イベントを開催するなど、新たな需要の掘り起こしに注力してまいります。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 特記事項はありません。 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

（５）【大株主の状況】 

当第３四半期連結会計期間において、大株主の異動はありません。  

  

  

  

  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 247,000,000 

計 247,000,000 

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年12月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成21年２月13日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 168,515,184 168,515,184 

㈱東京証券取引所 

㈱大阪証券取引所 

各市場第一部 

単元株式数1,000株

計 168,515,184 168,515,184 － － 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金増
減額 
（百万円） 

資本準備金残
高（百万円） 

 平成20年10月１日 

 ～ 

平成20年12月31日 

－ 168,515,184 － 7,968 － － 
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（６）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

②【自己株式等】 

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 株価は、㈱東京証券取引所市場第一部におけるものによっております。 

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

 （1）退任役員 

平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 
議決権の数 
（個） 

内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    149,000 － 単元株式数1,000株 

完全議決権株式（その他） 普通株式 167,936,000 167,936 同上 

単元未満株式 普通株式    430,184 － － 

発行済株式総数 168,515,184 － － 

総株主の議決権 － 167,936 － 

平成20年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

エス・バイ・エル 

株式会社 

大阪市北区天満橋

一丁目８番30号 
149,000 － 149,000 0.09 

計 － 149,000 － 149,000 0.09 

月別 
平成20年 
４月 

平成20年 
５月 

平成20年 
６月 

平成20年 
７月 

平成20年 
８月 

平成20年 
９月 

平成20年 
10月 

平成20年 
11月 

平成20年 
12月 

最高（円） 59 72 78 81 72 64 55 53 42 

最低（円） 45 54 65 66 58 50 35 39 37 

役名 職名 氏名 退任年月日 

取締役 － 佐 野 佳 男 平成20年12月25日 
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省

令第14号）に準じて記載しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 4,378 8,754

受取手形・完成工事未収入金等 ※1  3,960 ※1  5,083

未成工事支出金 4,118 1,575

販売用不動産 ※1  4,588 ※1  4,807

仕掛販売用不動産 598 36

材料貯蔵品 726 627

その他 1,432 987

貸倒引当金 △206 △240

流動資産合計 19,597 21,632

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※1  8,013 ※1  7,885

土地 ※1  9,103 ※1  9,159

その他 1,092 1,062

減価償却累計額 △4,557 △4,340

有形固定資産計 13,651 13,767

無形固定資産 555 637

投資その他の資産   

その他 1,961 2,285

貸倒引当金 △816 △1,104

投資その他の資産計 1,145 1,181

固定資産合計 15,352 15,585

資産合計 34,949 37,217

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 7,990 8,440

短期借入金 ※1  4,560 ※1  7,700

1年内返済予定の長期借入金 ※1  1,994 ※1  890

未払法人税等 47 94

未成工事受入金 2,890 2,484

賞与引当金 34 70

完成工事補償引当金 243 243

その他 1,670 2,010

流動負債合計 19,432 21,933

固定負債   

長期借入金 ※1  5,423 ※1  3,739

退職給付引当金 668 816

その他 2,355 2,268
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

固定負債合計 8,446 6,824

負債合計 27,879 28,757

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,968 7,968

利益剰余金 △1,084 75

自己株式 △21 △21

株主資本合計 6,861 8,022

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1 0

繰延ヘッジ損益 △299 △68

土地再評価差額金 469 469

評価・換算差額等合計 171 401

少数株主持分 37 37

純資産合計 7,070 8,460

負債純資産合計 34,949 37,217
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 35,895

売上原価 27,149

売上総利益 8,745

販売費及び一般管理費  

広告宣伝費 2,360

貸倒引当金繰入額 38

従業員給料手当 3,485

賞与引当金繰入額 15

退職給付引当金繰入額 39

その他 3,408

販売費及び一般管理費合計 9,347

営業損失（△） △601

営業外収益  

受取利息 10

受取配当金 1

受取賃貸料 21

デリバティブ評価益 20

その他 73

営業外収益合計 126

営業外費用  

支払利息 274

支払手数料 129

その他 55

営業外費用合計 459

経常損失（△） △935

特別利益  

貸倒引当金戻入額 71

特別利益合計 71

特別損失  

固定資産除却損 8

たな卸資産評価損 11

シンジケートローン手数料 ※  164

その他 8

特別損失合計 192

税金等調整前四半期純損失（△） △1,056

法人税、住民税及び事業税 95

法人税等調整額 △2

法人税等合計 92

少数株主利益 10

四半期純損失（△） △1,159
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 

 至 平成20年12月31日) 

売上高 ※  9,438

売上原価 7,168

売上総利益 2,269

販売費及び一般管理費  

広告宣伝費 741

従業員給料手当 1,128

賞与引当金繰入額 15

退職給付引当金繰入額 13

その他 1,117

販売費及び一般管理費合計 3,016

営業損失（△） △747

営業外収益  

受取利息 2

受取賃貸料 7

その他 21

営業外収益合計 31

営業外費用  

支払利息 93

支払手数料 49

デリバティブ評価損 33

その他 15

営業外費用合計 191

経常損失（△） △907

特別損失  

固定資産除却損 5

その他 2

特別損失合計 7

税金等調整前四半期純損失（△） △914

法人税、住民税及び事業税 31

法人税等調整額 1

法人税等合計 32

少数株主利益 3

四半期純損失（△） △951
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △1,056

減価償却費 498

引当金の増減額（△は減少） △216

受取利息及び受取配当金 △11

支払利息 274

売上債権の増減額（△は増加） 1,089

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,957

仕入債務の増減額（△は減少） △450

未成工事受入金の増減額（△は減少） 406

その他 △591

小計 △3,015

利息及び配当金の受取額 11

利息の支払額 △262

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 3

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,262

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △349

有形固定資産の売却による収入 29

投資有価証券の取得による支出 △100

投資有価証券の売却による収入 100

長期貸付けによる支出 △11

長期貸付金の回収による収入 59

その他 △125

投資活動によるキャッシュ・フロー △396

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,355

長期借入れによる収入 3,390

長期借入金の返済による支出 △740

少数株主への配当金の支払額 △10

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △716

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,375

現金及び現金同等物の期首残高 8,754

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,378
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

１．会計処理基準に関する事

項の変更 

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更 

たな卸資産  

 通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として個別法による原

価法によっておりましたが、第１四半期連

結会計期間より「棚卸資産の評価に関する

会計基準」（企業会計基準第９号）が適用

されたことに伴い、主として個別法による

原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）により

算定しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間

の税金等調整前四半期純損失が12百万円多

く計上されております。営業損失、経常損

失及びセグメント情報に与える影響は軽微

であります。 

(2)リース取引に関する会計基準の適用

（借主側）  

 所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号）及び「リース取引に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号）が平成20年４月１日以降開始

する連結会計年度に係る四半期連結財務諸

表から適用できるようになったことに伴

い、第１四半期連結会計期間からこれらの

会計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産の減価償却の方法については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零

とする定額法を採用しております。 

 この変更による当第３四半期連結累計期

間の損益及びセグメント情報に与える影響

はありません。 

 なお、リース取引開始日がリース会計基

準適用初年度開始前の所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、引き続き

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理を適用しております。    
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当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

  (3)リース取引に関する会計基準の適用

（貸主側）   

 所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号）及び「リース取引に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号）が平成20年４月１日以降開始

する連結会計年度に係る四半期連結財務諸

表から適用できるようになったことに伴

い、第１四半期連結会計期間からこれらの

会計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。 

 この変更による当第３四半期連結累計期

間の損益及びセグメント情報に与える影響

はありません。 

 なお、リース取引開始日がリース会計基

準適用初年度開始前の所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、引き続き

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理を適用しております。    

(4）重要な減価償却資産の減価償却の方法

の変更  

 エス・バイ・エル住工株式会社は、従

来、有形固定資産の減価償却方法は定率法

（ただし、建物は従来から定額法）によっ

ておりましたが、第１四半期連結会計期間

より定額法へ変更しております。現在、当

社は、物流改革プロジェクトを推し進めて

おり、その一環として、同社のパネル部材

の生産方式を従来の「見込生産方式」から

「邸別生産方式」へと変更を実施しており

ます。そのため、生産ラインの見直しを進

めており、これを機に主要な設備の今後の

稼働見込等について検討した結果、その設

備投資効果が平準的に発現していくことが

見込まれるため、定額法の方がより適正に

経営成績を表す合理的な方法であると判断

し変更いたしました。 

（追加情報）   

 平成20年度の法人税法改正による法定耐

用年数の変更に伴い、当社及び連結子会社

は第１四半期連結会計期間より機械及び装

置について耐用年数の変更を行っておりま

す。  

 なお、上記減価償却方法及び耐用年数の

変更による当第３四半期連結累計期間の損

益及びセグメント情報に与える影響は軽微

であります。   
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当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

  (5)売上高の計上基準の変更   

 従来、輸入代行取引について売上高及び

売上原価を総額で計上しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より、売上高と売

上原価を相殺して純額にて売上高を計上す

る方法に変更しました。この変更は当該取

引の金額的重要性が増したため、経営成績

をより的確に表示するために行ったもので

あります。 

 また、部材売上の一部について、第１四

半期連結会計期間より、売上高及び売上原

価を総額で計上する方法から売上高と売上

原価を相殺した純額を計上する方法に変更

しました。この変更はコストダウンの推進

及び商品別利益率をより精緻に把握するた

め物流事業部を再編したことにより取引形

態の見直しを行った結果、純額表示するこ

とで経営成績をより的確に表示するために

行ったものであります。 

 これらの変更により、従来の方法に比べ

て当第３四半期連結累計期間の売上高及び

売上原価が4,063百万円減少しております

が、売上総利益、営業損失、経常損失及び

税金等調整前四半期純損失に与える影響は

ありません。 

 なお、セグメント情報に与える影響は当

該箇所に記載しております。   
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【追加情報】 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、主要取引

金融機関3行と平成18年4月28日に契約を締結した シンジ

ケートローンの変更契約を平成20年9月25日に締結してお

ります。（借入金実行残高合計 平成20年12月31日現在

8,668百万円） 

 その内、コミットメントライン契約に係る借入実行残高

等は次のとおりであります。 

 また、当該シンジケートローンに下記の財務制限条項が

付されております。 

コミットメントラインの総額 6,500百万円

借入実行残高 4,500 

差引額 2,000 

 ①平成21年3月期以降の各年度の決算期における損益計

算書に記載される経常損益につき、連結及び単体で損失を

計上しないこと。 

 ②平成20年9月第2四半期より、6ヶ月毎の決算における

貸借対照表の純資産の部の金額を、連結及び単体で平成20

年3月末時点での純資産残高の70%超を維持すること。 

 従来付されていた、資金使途制限の財務制限条項は付さ

れておらず、平成20年12月31日現在で財務制限条項に抵触

する事項は有りません。 
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１ 担保提供資産及び担保付債務 ※１ 担保提供資産及び担保付債務 

(1）担保提供資産 

受取手形・完成工事未収入金等 1,423百万円

販売用不動産 3,286 

建物及び構築物 3,009 

土地 6,714 

 計 14,434 

(1）担保提供資産 

受取手形・完成工事未収入金等 2,497百万円

たな卸資産 3,136 

建物及び構築物 1,995 

土地 4,265 

 計 11,895 

 上記以外に、当社の契約済の工事請負契約に基づ

き将来発生する工事請負代金債権を担保提供してお

ります。 

 上記のうち、土地180百万円は、顧客の住宅ローン

163百万円を担保するため、物上保証に供しておりま

す。 

 上記以外に、当社の契約済の工事請負契約に基づ

き将来発生する工事請負代金債権を担保提供してお

ります。 

 上記のうち、土地180百万円は、顧客の住宅ローン

170百万円を担保するため、物上保証に供しておりま

す。 

(2）担保提供に対する債務 (2）担保提供に対する債務 

短期借入金 4,500百万円

一年内に返済予定の長期借入金 1,956 

長期借入金 5,423 

短期借入金 7,700百万円

一年内に返済予定の長期借入金 827 

長期借入金 3,739 

 ２ 保証債務等  ２ 保証債務等 

(1）住宅購入者等のための保証債務 

503百万円 

(1）住宅購入者等のための保証債務 

492百万円 

(2）株式会社軽井沢倶楽部が販売したリゾート会員

権の会員資格保証金の返還債務に対する保証債務 

585百万円 

  上記保証債務については

Aetos Capital Asia T.E.Ⅱ,Ltd.、

Aetos Capital AsiaⅡ,Ltd.、 

ACAⅡ Co-Investment Fund,L.P. 

の再保証を受けております。 

 また、会員資格保証金返還に係る求償債権を担保

するため、株式会社軽井沢倶楽部の定期預金（額面

金額615百万円）に対して質権を設定しております。 

(2）株式会社軽井沢倶楽部が販売したリゾート会員

権の会員資格保証金の返還債務に対する保証債務 

636百万円 

  上記保証債務については

Aetos Capital Asia T.E.Ⅱ,Ltd.、

Aetos Capital AsiaⅡ,Ltd.、 

ACAⅡ Co-Investment Fund,L.P. 

の再保証を受けております。 

 また、会員資格保証金返還に係る求償債権を担保

するため、株式会社軽井沢倶楽部の定期預金（額面

金額661百万円）に対して質権を設定しております。 
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（四半期連結損益計算書関係） 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

（株主資本等関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ シンジケートローン手数料 

平成20年9月25日にシンジケートローンの変更契約を締

結したため、従来、繰延処理し、契約期間内で償却して

おりました平成18年4月28日に締結した旧契約に係るシ

ンジケートローンの手数料残額を一括償却したものであ

ります。 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 当社グループは、顧客への住宅の引渡しが、例年第

４四半期連結会計期間に集中するなど、季節的な変動

傾向が強く、第３四半期連結会計期間の住宅事業の売

上高は、第４四半期連結会計期間の売上高と比べ相対

的に低くなっております。 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年12月31日現在） 

現金預金勘定 4,378百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 － 

現金及び現金同等物 4,378 

普通株式 168,515千株

普通株式 149千株
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業区分は事業内容の類似性により区分しております。 

２．各事業の主要な製品（商品又は役務を含む） 

(1）住宅事業………………戸建住宅・アパートメントハウス・戸建分譲住宅・分譲マンション・ 

住宅リフォーム・代理店向け建設用部材・一般建設用資材・ 

住宅のフランチャイズ事業収入 

(2）不動産賃貸事業………賃貸料収入 

(3）その他の事業…………室内装飾品・リース収入・保険代理業収入 

３．会計処理の方法の変更 

 売上高の計上基準の変更 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第1四半期連結会

計期間から輸入代行取引に係る売上高の計上基準及び部材売上の一部に係る売上高の計上基準を変更してお

ります。 

 この変更により、当第３四半期連結累計期間の住宅事業の売上高が4,063百万円減少しております。営業

利益又は営業損失に与える影響はありません。 

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 在外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

【海外売上高】 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 
住宅事業 

（百万円） 

不動産賃貸
事業 
（百万円） 

その他の事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高 
           

(1）外部顧客に対する売上高 9,176 176 84 9,438 － 9,438 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 0 3 3 (3) － 

計 9,176 177 87 9,441 (3) 9,438 

営業利益又は営業損失（△） △502 99 11 △391 (355) △747 

 
住宅事業 
（百万円） 

不動産賃貸
事業 
（百万円） 

その他の事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高 
           

(1）外部顧客に対する売上高 34,995 548 350 35,895 － 35,895 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 1 9 11 (11) － 

計 34,995 550 360 35,906 (11) 35,895 

営業利益又は営業損失（△） 220 309 97 627 (1,229) △601 
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（デリバティブ取引関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日） 

 対象物の種類が金利であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会

計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。 

（注）１．時価の算定方法 

  取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。 

（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純損失金額（△） 

 （注） １株当たり四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 

    該当事項はありません。 

対象物の種類 取引の種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円）

金利 スワップ取引 5,500 △177 20 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 41.77円 １株当たり純資産額 50.03円

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純損失金額

（△） 
△6.89円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。  

１株当たり四半期純損失金額

（△） 
△5.65円

   なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

四半期純損失（△）（百万円） △1,159 △951 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △1,159 △951 

期中平均株式数（千株） 168,371 168,367 

2009/02/13 14:27:4408530087/エス・バイ・エル株式会社/四半期報告書/2008-12-31



２【その他】 

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成21年２月13日

エス・バイ・エル株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 田原  信之  印 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 和田林 一毅  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエス・バイ・エ

ル株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日

から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エス・バイ・エル株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。 

追記情報 

 四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は輸入代行取引及び部材売上

の一部について、第１四半期連結会計期間より、売上高及び売上原価を総額で計上する方法から売上高と売上原価を相

殺した純額を計上する方法に変更した。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書

提出会社が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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